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編集後記
今回の特集「初年次科目」いかがだったでしょうか。初年次科目は、

共通教育科目カテゴリーにありながらも、学部ごと、これからの

専門科目履修に向けて独自色が持たされたコンテンツとなって

います。記事も学部ごとで執筆されているので、新入生の皆さんの修学に当たり、

大いに参考にしていただき、実りある初年次を送ってほしいと思います。（S）
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共通教育実施委員会からのお知らせ

大学基礎論
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アクティブラーニングの真髄って、結局はインプットした知識を自らアウトプット

（活用）することにあると思います。脳科学的な見地からすると、アウトプット

することで、インプットだけの場合よりも、知識は遥かに脳に定着するそうです。

インプット無きアウトプットは虚仮、アウトプット無きインプットは徒爾。教える側

も教わる側もこのことを今一度銘記するべきだと感じるこの頃です。（Y）

I Information 共通教育実施委員会からのお知らせ
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共通教育主管　近藤 康生

　皆さんは、どのように教養科目を選択しているでしょうか？「講義題目が面白そうだから」、「シラバスを見て興味を持ったから」、
等いろいろありそうです。教養科目は、興味のおもむくままに履修する、というのも悪くはありません。意外なところから新しい興
味が湧く場合もあるし、それが後々思わぬところで役立つこともあるでしょう。しかし、教養に関わる情報は、ネットやテレビ、書籍・
雑誌などにすでに世の中にあふれています。わざわざ大学で教養を学ぶ必要などないという考えすらあるかもしれません。
　しかし、ネット時代の今も大学で教養科目をカリキュラムに組み込んでいるのは理由があります。お手軽に手に入る情報に対して、
体系的な知識は、意識的・継続的に学ばないと身につきません。ひとりで意識的・継続的に学ぶことももちろん可能ですが、多
くの人にとっては授業を聴き、友人と議論したり、教員に質問したりできる環境の中で学ぶ方がずっと効率的です。授業の中で、
自分の考えの誤りや偏りに気づくことができるのもメリットです。大学の教養はこのためにあると言えます。
　個別的・断片的な知識はあっという間に陳腐化しがちな上に、忘れるのも早いものです。卒業後、ふとしたことで思い出し、人
生で真に役に立つ教養は、自分が苦労して学び、頭と身体に染みこんだもの、という気がします。実際のところ、教養と呼ぶべき
ものは、社会に出て、現実と格闘する中で少しずつ身につくものですが、そのための基礎を身につけるのが大学での教養と私は
考えています。
　このようなわけで、将来、専門を生かした仕事に就いた際、
必要となる教養は何かを考え、計画的に教養科目を履修し、
専門以外の1分野で体系的な知識を身につけておくことをお
勧めします。教養科目の中で、関連のある科目を複数履修
したり、授業に関連する本を自分で探して読んだりして、自
分の頭の中に独自の体系を作るように努力すると、自分の血
肉になります。大学卒業の時に、自分は学生時代に専門以
外でこれを身につけた、と言える分野を一つ作ってはどうで
しょうか。これまで「単位が取りやすそうだから」、「友人が
履修しているからなんとなく」などという安易な理由で教養
科目を選択した人がいたら、この際、考え直しませんか。

大 学 で 教 養 を 学 ぶ 意 味
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　農林海洋科学部の深田陽久です。15年前に高知大学の教員となり、今年度はじめて広報部会の委員になりました。
パイプライン誌もその間に電子化され、見た目も明るく見やすい構成になったと思います。以前のパイプライン誌に
比べると内容も読みやすくなった様に感じます。
　ただ、教員や学生の皆さんがどの程度本誌を読んでいるかとなると、少々、不安もあります。恥ずかしながら私も、
どちらかというとあまり読んでいない側の教員だったからです。今年度、委員になるにあたり、過去のパイプライン
誌に目を通してみると、大学がどんな目的を持って共通教育を行っているのかを改めて知ることができました。共通
教育の中でも初年次科目は時代に合わせて大きく変わり、私自身もその対応に苦労した時もありました。特にグルー
プワークの運営には未だに試行錯誤しています。多くの教員は学生の皆さんの人生を豊かにするために、より良い授
業を提供しようと共通教育を担当しているはずです。パイプライン誌に教員が執筆した記事の多くには、その想いを
強く感じます。15年目にして、きちんと読まないともったいないと思ったパイプライン誌。多くの方に読んで頂け
たらと思います。読んだ皆様にはまだ読んでいない方々に是非お声がけをお願いします。
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課題探求実践セミナー
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編集後記

共通教育実施委員会 FD 部会長　立川　明

PROGテストの実施
　共通教育実施委員会では、2013 年度より「課題探求実践セミナー」を受講する１年生を対象に、PROGテストを実施して
います。PROGテストは、河合塾とリアセックが開発した、ジェネリックスキル（基礎力）を測定するテストです。基礎力を「リテラ
シー：知識を活用して問題を解決するチカラ」と「コンピテンシー：人と自分にベストな状態をもたらそうとするチカラ」に分けて
測定しています。2013 年度に受験した１年生が３年生になることから、本年度は１年生に加え、２年前に受験した３年生を対
象にPROGテストを実施しました。各学部の協力を得て、オリエンテーションでアナウンスを流し、以下の日程で実施しました。

１年生の結果概要
　高知大学１年生の入学時点のリテラシーは、全国の国公
立大学文系１年生の平均 4.5、理系 4.37 に比べて、各学部
の平均で4.75～5.87 にあり、少し高い結果になりました。
学科ごとの平均でも、4.7 以上有り、全国平均より少し高い
結果でした。
　コンピテンシーでは学部ごとのばらつきが大きく、全国文
系 3.17、理系 3.12 に対して高知大学１年生の学部ごとの
平均は 2.6～4.0 の範囲でした。最近はどこの企業もコンピ
テンシー面接を取り入れています。公務員試験でもそろそろ
コンピテンシー面接を取り入れているところが出始めました。
公務員試験にコンピテンシー面接を取り入れた自治体では、
当然教員採用試験でもコンピテンシー面接が行われるようになるでしょう。就職活動までの２年間でコンピテンシーを伸ばす
ことが求められます。PROGテストの結果の返却時に解説会を行い、どういう体験がリテラシーやコンピテンシーを高めるか
は、資料により受験者に提示されています。どうかこれらの資料を活用して各自取り組んでもらいたいです。
 

３年生の結果概要
　３年生の受験者が該当者の50% 程度にとどまったのが少し残念です。受験
しなかった学生は情報収集能力に弱点があるとか、キャリア形成に関心が無
いことが予想されますので、各学部での指導が大変かも知れません。
　リテラシーの結果は、全国の文系三年生の平均 5.08、理系の 4.80 に比
べ、各学部の平均で 5.38～5.96 の間に有り、少し高い結果となりました。
　コンピテンシーでは、全国文系 3.21、理系 3.17 に比べ、学部ごとの平均
で 2.85～3.78 の間に有り、全国平均を下回る学部が２学部、全国平均レベ

ルが１学部、３学部が全国平均を上回るという結果です。新聞等でも分か
るように採用スケジュールに関する協定が守られておらず、３年生の冬に
は実質採用試験が開始されます。この半年の間にどれほどコンピテン
シーが伸ばせるかが、ほしい内定がもらえるかどうかの分かれ目になるで
しょう。
 

３年生の伸びについて
　本年度受験した３年生の内、１年生の時に受験した学生について、変
化量を測定しました。以下、測定量の平均について報告します。補正を行った後の結果で、単純な引き算ではありませんが、こ
こでは詳細は省略します。リテラシーについては、学部ごとの平均で 1.52～1.71 の伸びが見られました。
　コンピテンシーについては、２つの学部で変化がほとんど無く、４学部では0.40～0.60 の伸びが見られました。リテラシー
に比べると到達点も伸びも低めです。
　学生は共通教育だけでリテラシーやコンピテ
ンシーを伸ばす体験をしているわけではありま
せんが、リテラシーについては大学教育の影響
が大きいと予想され、1.5 ポイント程度の伸び
が観測できたことは共通教育を含めて大学教
育の効果であると言えるでしょう。一方、コンピ
テンシーについては社会体験でも伸びる要素が
あるにもかかわらず、大きな伸びが認められな
かった事から、共通教育を含む大学教育でもコ
ンピテンシーを伸ばす事はできなかったと分析
できるでしょう。 どのような取り組みがコンピテ
ンシーを伸ばすのかを共有し、できるだけ多くの
授業で取り入れることが必要になるでしょう。

初年次科目は、大学生活での学びの基礎になるはずです。「特集」を1年生は参考

に、上級生は初心にかえって、ぜひご一読ください。（K）

PROGテストは、学生にとって今の自分を知る良い機会になったと

思います。1年生は2年後にぜひ受験して、今回の結果と見比べて

みてください。（Y）

分
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野
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自
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特集

N o . 4 6  C o n t e n t s

教養のページ
農場実習について P5~6

FD部会報告
コンピテンシー面接始まります！ P7~8

特集 ：分科会「人文分野」「自然分野」 P1~4

Information
ｅラーニングという新しいチャレンジを！ P9
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編集後記
「なぜ？」「もっと知りたい」気持ちを大切に、「一生もの」の財産を築いてもらえると

嬉しいです。（I）

共通教育のことを学生さんが「パンキョー」と言っているのを聞いたことがあります

か？ かつて（平成1ケタ頃まで）共通教育は一般教養と称されていました。単なる

教養にとどまらず、専門教育への学びにつなげて下さい。（K）

　わたしは大学卒業後に社会人として働く傍ら、授業のすべてがｅラーニングで行われる大学院でｅラーニングの学位（正式
名称は修士（教授システム学）です）を取りました。2010～2012年のことです。そして現在、高知大学でｅラーニングの担当教
員として働いています。（正確には、大学生→社会人→専業大学院生→社会人→兼業大学院生→社会人として今に至ります。）

　ｅラーニングによる学習って、どんな感じだと思いますか？ 黙 と々パソコンに向かう孤独なイメージ？ ずっとビデオを見続け
るイメージ？ わたしの通っていた（実際には通ったりはしませんが）大学院は、それとは全く違うものでした。そもそもビデオな
んてほとんどないし（読んだり、調べたりが中心）、孤独どころか、毎回毎回、書き込み式のディスカッションがあるので、声こそ
聞こえないものの、同級生と一緒に学習をしているという気持ちが強くなります。遠隔非同期（離れた場所で、異なる時間に行
うこと）のグループワークもあります！

　それでももちろん、独りでパソコンに向かうことが出発点です。自ら「やろう！」という気持ちになって、実際にパソコンを起動
し、ｅラーニングのシステムにアクセスしなければ学習は始まりません。そうやって始めてみると、「そこにみんながいる」という
感じがしました。ｅラーニングは継続が難しいと言われていますが、目的意識を絶えず新しくし、同級生と励まし／励まされな
がらなら、乗り切ることができると思いました。

　高知大学では現在、大学連携（四国の５つの大学が連携しています）による科目がｅラーニングで開講されています（今のと
ころあまり科目数は多くありません）。つまり、他大学の授業を受けることができるということです。他大学の同級生と励まし
合って学習を進めていくのも、新しいチャレンジですね！機会があれば、挑戦してみてはいかがでしょう？わたしも来年度にはｅ
ラーニング科目を開講する予定です。お楽しみに！

大学教育創造センター　竹岡　篤永
ｅラーニングという新しいチャレンジを！
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共通教育実施委員会からのお知らせ

平成28年度から
共通教育のカリキュラムが変わります！
　地域協働学部を除き、平成28年度入学生から、共通教
育のカリキュラムが変更になります。
　共通教育科目は、平成27年度入学生まで「初年次科目」

「教養科目」「共通専門科目」の3つの区分で構成されてい
ましたが、平成28年度入学生から「共通専門科目」が廃止
となり、共通教育科目は「初年次科目」「教養科目」の2つの
区分での開講になります。今まで共通専門科目として開講
されていた授業の多くは各学部の専門科目として開講し、

今号の特集は教養科目でした。学生記者の皆さんの記事を読むと自分の学生時

代を思い出します。授業は履修登録のときに選びますが、そのときの「面白そう」

と実際に授業に出たときの「面白かった」は意外と合致しないもの。ただ友だち

に誘われてとった科目が、その学期の一番だったり（そんなことないですか）。

食わず嫌いはせずに、ぜひいろいろな科目にも挑戦してみてください。（夕）

一部は教養科目へ区分変更して開講します。
　また、共通専門科目であったキャリア形成支援科目が、新
しく教養科目のキャリア形成支援分野として開講することに
なりました。これにより、教養科目が「人文分野」「社会分野」

「生命・医療分野」「自然分野」「外国語分野」「キャリア形成
支援分野」の6つの分野となります。どの分野から何単位修
得する必要があるかは学部によって違いますので注意して
下さい。

〈平成27年度以前入学生,地域協働学部生〉
大学基礎論
学問基礎論
大学英語入門
英会話
情報処理
課題探求実践セミナー
人文分野
社会分野
生命・医療分野
自然分野
外国語分野
基礎科目
キャリア形成支援科目

初年次科目

教養科目

共通専門科目

共通教育科目

〈平成28年度以降入学生（地域協働学部を除く）〉
大学基礎論
学問基礎論
大学英語入門
英会話
情報処理
課題探求実践セミナー
人文分野
社会分野
生命・医療分野
自然分野
外国語分野
キャリア形成支援分野

初年次科目

教養科目

共通教育科目課題探求実践セミナー

大学基礎論

学問基礎論

分
科
会

「
大
学
基
礎
論
」

「
課
題
探
求
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」

「
学
問
基
礎
論
」

特集

N o . 4 8  C o n t e n t s

FD部会より P9

教養のページ P7

共通教育実施委員会からのお知らせ
ちゃんととっていますか？　地域関連科目 P11
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共通教育実施委員会からのお知らせ

ちゃんととっていますか？　地域関連科目
　共通教育や専門教育の科目の中には、「地域関連科目」というものがあります。
　これは、高知大学の理念（「地域社会及び国際社会に貢献しうる人材育成と学問研究の充実・発展を推進する。」）の下に、
地域が直面する諸課題を自ら探求し、幅広い視点で考え、その解決策を提案できる人材を育成するために地域を盛り込んだ
内容を展開している科目のことです。 
　地域関連科目で取り上げている地域とは、高知県を指し、教育に掲げる人材育成目標を目指して、それぞれの授業におい
て、高知県の事象を教材として具体的に取り扱った内容（必ずしも全てのコマで地域に関する内容を扱っているとは限りませ
ん。）を展開しています。

●地域関連科目かどうかは、どこでわかる？
　シラバスを見ると、上方に「地域関連科目区分」という枠があ
ります。地域関連科目であれば、そこに「地域関連科目」と書かれ
ています。
　（上記は平成27年度以降のシラバスのことです。平成26年度
のシラバスでは、「地域関連科目区分」欄がありませんので、「資
格等」欄に「地域関連科目」と書かれています。）
　共通教育科目であれば、共通教育履修案内の授業題目表の
中に、地域関連科目欄があり、そこでも確認することができます。
　また、修得済みの科目の中に地域関連科目があるかは、成績
確認表で確認することができます。

●必ずとらないといけないの？
　教育学部、農林海洋科学部、地域協働学部、土佐さきがけプログラムでは、平成27年度以降に入学した学生から、地域関
連科目を履修することが卒業の要件に入っています。卒業に必要な単位数などは、学部によって異なります。まずは、各学部の
履修案内を見てください。それでも不明な点は、各学部教務担当窓口に確認してください。

●履修を忘れてはいませんか？
　上記の卒業要件に入っている学部の学生で、「地域関連科目なんて意識したことがない！」という場合は、一度成績確認表で
確認してみてください。要件に届いていればよし、届いていなければ、今後の履修登録のときに忘れずに履修してください。

いよいよ大学生としての学びが始まりましたね。皆さん、ご自分の立場が、「生徒」

から「学生」にクラスチェンジしたことをご存知ですか？前者は「教わる立場」、

後者の皆さんは「自ら学ぶ立場」なのです。各自の自主的な知的探究心に基づき、

これから学びの世界に向かって大いに羽ばたいてもらいたいと思います。共通教

育はそのための滑走路です。（Y）

特集  分科会「大学基礎論分科会」

　　　　　　「課題探求実践セミナー分科会」

　　　　　　「学問基礎論分科会」

P1
P3
P5

あと３ヶ月で変わりたいあなたへ
「出来たことノート」を書いてみよう！

大学における18歳選挙権と「政治活動」

N o . 4 9  C o n t e n t s

共通教育自己点検・自己評価部会の活動 P11～12

特集 「初年次科目」 P1~10

共通教育実施委員会からのお知らせ
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編集後記
「初年次科目」は、主に１年生を対象としたもので、これからの

学びにとってエッセンシャルな内容の修得を目的としています。

学部の違いに応じて、それぞれ特色ある授業構成となっている

ので、講義を受けていくうちに学部ごとのアイデンティティが形成されてゆきます。

先輩のアドバイスも参考にしつつ、楽しく、積極的にコミットしましょう。（Y）
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学問基礎論

課題探求
実践セミナー

情報処理

大学英語入門

大学基礎論

英会話
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共通教育実施委員会からのお知らせ

共通教育210番教室を改修
アクティブ・ラーニングに適した教室へ

改修前 改修後

　平成28年度の春休みの期間に、共通教育210番教室の改修が行われました。
　目立っていた老朽化への対応に加え、不足するアクティブ・ラーニングに利活用できる教室を整備するために、下記のよう
な改修を行っています。アクティブ・ラーニングを取り入れた授業を行う場合は、ぜひ210番教室をご活用ください。

●教室前面にあった舞台を撤去し、移動式の机を2人掛け・3人掛けから、1人掛けへ変更しました。そうすることで、空間を
広く、柔軟に使えるようになり、教室定員も増加しました。
●ホワイトボードは、従来可動式の小さなホワイトボードしかありませんでしたが、前面壁に巨大な固定式ホワイトボードを
設置したほか、側面に4つの小ホワイトボードを設置しています。それぞれがスクリーンとしても使用でき、ポータブルプロジェ
クターを併用することでグループに分かれてのプレゼンテーションが可能になるなど、様々なグループ活動に対応できるように
なりました。（ポータブルプロジェクターは教室機器ボックス内に２台設置しています）

N o . 5 0  C o n t e n t s

特集 「分科会の現場から」 P1~4
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編集後記
最近、「アクティブ・ラーニング」という言葉を聞く機会が増えたと思います。これが

実りを持つには、講師側の創意工夫はもちろんですが、聴講する学生の皆さんの

姿勢がキーとなります。講義は決して一方通行ではありません。興味を持って熱心

に聴こう、学ぼうとする学生の姿勢が、講師のモチベーションを何倍にも強化し、結

果、その講義の質、満足度は飛躍的に向上します！（S）
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共通教育実施委員会からのお知らせ

共通教育でアカデミック・ライティングの準備を

　共通教育を通じて身につけてほしい重要なスキルに作文能力があります。最近では、特に学術的な
文章やその技法のことをアカデミック・ライティングと呼んで、授業で扱う大学が増えています。アカデ
ミック・ライティングに関わる授業は、本学でも一部の学部や学科・コースで、初年次科目の学問基礎
論や大学基礎論の一部として実施されています。また、今年度の第1学期には、教養科目で「文章表現
入門」が開講されました。
　日本語の作文能力は、日頃のレポートや卒論などだけでなく、社会に出てからもあらゆる機会で必要
となるもので、苦手な人も逃げられません。作文の基礎力を鍛えるには、慣れた日本語であっても、まず
読書経験を積むことが重要です。特に苦手な分野や自分にとって未知の分野については、まず新書か
ら始めるのが良いでしょう。近年、わかりやすく解説した新書がこれでもかというぐらい出ています。２
～３時間で軽く読めるものも多いので、関連したテーマの新書を読み比べるのも有益です。著者による
スタンスの違いもわかり、自分の考えをまとめるきっかけとなります。
　共通教育の段階では、専門でレポートや卒論を書く前の準備として日本語で書かれた学術論文に慣
れておくことをお勧めします。共通教育の段階で学術論文というと敷居が高そうですが、Google  
Scholarなどで簡単に検索・閲覧できますし、日本語ですから全く歯が立たないことはないはず。しか
も、これから学ぼうとする専門の範囲であれば、何とか理解できるものも多いはずです。教科書や解説
文に比べると硬くて読みづらいかもしれませんが、切り口は鮮明で、明確な結論も提示されており、論
文を書いた著者の意図や意気込みもナマで伝わってくる分、自分の知識としてより深く身につきます。
こうして一連のテーマに沿った日本語学術論文を読んでいるうちに、アカデミック・ライティングのため
の基礎体力が自然に身につき、専門に進んでもあわてないで済みます。日頃気になっているテーマにつ
いて、論文検索から始めてみませんか。

共通教育主管　近藤康生

特集

地球を知りたい人たちの協働 P5～6
教 養 の ペ ー ジ

FD部会より
P7～8「アクティブラーニング」をしよう！

共通教育実施委員会からのお知らせ
P9共通教育でアカデミック・ライティングの準備を
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e-ポートフォリオを活用しよう！
　高知大学では、学生の学びと成長をサポートするため、平成29年度からe-ポートフォリオの運用を開始しました。
　e-ポートフォリオは、学生の入学から卒業までの学修成果を振り返ることができるシステムです。e-ポートフォリオを活用す
ることで、学びの目標設定（Plan）→実行（Do）→振り返り（Check）→改善（Action）を意識することができ、学生の学びの量
と質の向上につながります。
　e-ポートフォリオ内の情報の多くは、アドバイザー教員と共有されます。学生と教員の間で情報を共有することにより、学生
はより良い支援を受けることができます。

今回は、教養科目が特集でした。教養科目の大きな特徴の一つに、「特定の

学部学科に限定されない多種多様な科目群を擁する」ことが挙げられるかと思

います。例えば、最近「多様性」という言葉をよく耳にしますが、まさに教養科

目は学びにおける多様性の具現です。皆さんの大学人としての成長・進歩にとっ

て、その多様性は不可欠ではないでしょうか。（Y）

N o . 5 1  C o n t e n t s

共通教育自己点検・自己評価部会の活動 P10

特集 「教養科目」 P1~9
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特集

自分の”現在地”をe-ポートフォリオで常に確認
教育学部 ４年　清家真歩さん
私は、各学期のはじめに目標を記入することで、目的を持っ
て授業を受けられるようにしています。そして学期ごとの振り
返りの欄を活用することできちんと振り返りを行い、自分の
学部の中での位置を確認しています。また、学生生活記録
欄を活用しまとめておくことで、教員採用試験の準備の際
などに、その時感じた事を思い出すことができています。あっという間に１年が過ぎ
てしまったとならないためにも、これからも活用していきたいと思います。

就活にも活かせるから便利！まずは使ってみて！
地域協働学部 ４年　松田柚紀さん
就活をし始めた３年次の夏頃からさまざまな就活サイトで同
じようなことを書くことが増え、大学で学んだことや課外活動、
サークル活動の取り組みを書いて保存できるe-ポートフォリ
オを利用するようになりました！ e-ポートフォリオに残しておけ
ばいざと言う時どこでも自己アピールを就活サイトや企業の
マイページに記入できます。私が早期に内定をいただくことができたのは、やはり、
e-ポートフォリオを使いながら早く動き出したことが良かったのだと思います！

学生生活を記録
　在学中の準正課活動や部活
動・サークル活動、ボランティ
ア活動など、いろいろな活動
が記録できます。

進路希望や資格
取得状況を記録

　進路希望状況や取得した資
格を記録できます。

ポートフォリオサマリー
　e-ポートフォリオ 内 に あ る
様々な記録を 1 つの様式に見
やすく納めたサマリーを閲覧・
出力できます。

目標・振り返りを
入力

　卒業時に達成していたい目標
や学期毎の目標と振り返りを入
力できます。

学修成果を
グラフで確認

　過去の学期の成績分布やこ
れまでの累積成績分布、GPA・
修得単位数の推移などをグラ
フで確認できます。

履修状況を確認
　今学 期に履修 登 録した授
業科目の担当教員、シラバス、
講 義資料などを確 認できま
す。また成績評価分布などを
グラフや表で確認できます。 秀 優 良 可 不
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※集計対象には非正規生を含みません。

【成績評価分布】

成績評価分布グラフ例

e-ポートフォリオ履修状況画面

利用者の声

e-ポートフォリオを活用しよう！

●パイプラインバックナンバー



初年次科目授業の感想、意義、
受講にあたってのアドバイス等

初年次科目について
　大学という社会の一つの中で生きていく上での必要なスキルを培う。
　入学当初、初年次科目は新入生に付くおまけのような印象を持っていた。特に受けなかっ
たとしても、今後に左右することはないだろうと。しかし、実際受けてからというものその
考えは大きく変わった。全くの逆である。今後、大きく左右するものであると体中に稲妻が
走っていくような感覚を覚えた。
　大学では、高校とは違う「受動的な学ぶ」から「能動的な学ぶ」に変化する。高校と同じ感
覚で取り組んでしまえば、自己の欲する学びを充分に得ることはできないだろう。自己の学
びたい学問のみを真剣に受けるのではない。「学ぶ」というものを形作る初年次科目こそ真
剣に受けておくべきなのだ。
　初年次科目はおまけなんていう軽いものではない。今後の己の学びへの満足度を決める学
びの土台なのだ。その土台作りとして、新入生だからこそ課され、卒業まで無意識に寄り
添っている科目であるのだと、今、自分の学びたいという欲を満たしていく中でひしひしと
感じている。
 　

　初年次科目の中の「大学基礎論」と「学問基礎論」は、大学で様々な勉強をするうえで特に
大事な土台部分となる科目です。
　大学では授業の成績評価の一つとしてレポート課題というものがあります。私はこのレ
ポート課題を初めて課された時に、レポートというものがどういうものかわからず困りまし
た。そこで、レポートはどのように書けばいいのかということを教えてくれたのが「大学基
礎論」でした。この授業ではレポートを書く際に注意しなければいけない剽窃（他人の作成
した内容や考えを勝手に使用すること）についても学ぶことができます。

　また「学問基礎論」では課題図書を読み、その内容をレジュメにまとめて発表するという
少人数制の授業を受けました。最終的にレポートを提出し、先生から改善点などを教えても
らいました。この授業では、他の授業を受けるうえでも必要になってくるレジュメやレポー
トの書き方を学ぶことができ、今でもその学んだことは役に立っていると感じます。

課題探求実践セミナーでの学び
　教育学部の課題探求実践セミナーでは、日頃の授業で学んだ内容を実践で活用することを
中心に行う授業です。まず「子ども」とはどういうものかをそれぞれの考えを持てるように
学習を行っていきます。その後まず環境ボランティア活動を行います。環境ボランティア活
動では小学校に出向き小学生と環境クイズを行ったり、レクリエーションを行いながら子ど
も理解を深めていきます。また活動の反省を活かし２度目の活動として地域学校ボランティ
アを行います。この活動では多くの小学生が高知大学にやってきて一斉に活動を行います。
初めて大規模で子供たちと触れ合うことになります。そして２回の活動のふりかえりとして
ラウンドテーブルを行います。ラウンドテーブルでは活動を通じて印象に残ったエピソード
や子供の行動について発表し合い、意見の交換をするといった活動を行います。
　これらの活動を通じて教職を目指していくために必要となる子ども観の基礎を築くことが
できました。

　フレンドシップ活動では二つのボランティア活動を通して小学生と関わる機会がありまし
た。活動では子ども理解をテーマに子どもとの正しい関わり方、話し方などを学びました。
活動後には省察レポートを書きました。そこにはエピソード記述というものがあり、活動の
中で実際に子どもと関わる中で起きた出来事を思い出し、その時にした自分の対応を振り返
りどのような対応をすることが良かったのかをレポートにまとめました。そうすることで同
じ状況が起きたときにうまく対応できるように備えることができました。またこのエピソー
ド記述を日常生活の中で子どもと関わる機会があったときに書き留めることで将来教師に
なったときに子どもと関わる上で生かすことができます。そして、二つの活動の後にはこれ
までの省察レポートをグループに分かれて話し合う活動があり、学生同士でそれぞれの子ど
もと関わる中でのエピソードを共有することができました。

「教養科目は自分のためになる」
　教養科目は、学部・学問を問わず様々な分野の学問を学ぶことができるものである。専門
分野を学びに高知大学へ入学した学生にとっては不要なものに思えるかもしれない。実を言
うと、私も入学当初はそう思っていた。しかし、実際は教養科目の授業を受講することは自
分の専門分野を学ぶうえでも、近い将来社会人として生きていくうえでもとても有効なもの
であったと感じる。授業を受けたことで様々な知識が身に付き、視野も広がった。このこと
は自分の専門分野を多角的に見ることにつながる。また、様々な知識を身に付けているとい
うことは社会に出ても誇れることだろう。
　教養科目の授業を選ぶうえで、「楽に単位が取れる」という点を重視したくなるかもしれな
い。しかし、先ほど言ったように様々な知識を身に付けるために授業を受けることが大事だ
と思う。楽なものではなく、自分が興味を持って受けることができる授業を選択することを
お勧めしたい。
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初 年 次 科 目
　「共通教育科目」には、「初年次科目」「教養科目」
があります。今号ではその内の「初年次科目」を取
り上げています。これは、入学後すぐに高校以前
の学びの転換を図り、自分で考え行動できる力、
他者とコミュニケーションできる力、表現できる
力などを修得するものです。
　「初年次科目」は、「何をなぜどのように学ぶの
か」を学ぶ「大学基礎論」、専攻する学問の輪郭を
学ぶ「学問基礎論」、「大学英語入門」「英会話」、「情
報処理」、課題探求及び解決能力を身に付ける「課
題探求実践セミナー」という必修科目からなって
います。

初年次科目
特集

教育学部
学校教育教員養成課程

3年

石原　央

教育学部
学校教育教員養成課程

3年

山村　優貴

理学部
応用理学科

3年

大本　奈々可

人文社会科学部
人文科学コース

２年

橋口　毬花

人文社会科学部
国際社会コース

3年

高橋　麦帆
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初年次科目授業の感想、意義、
受講にあたってのアドバイス等

初年次科目について
　大学という社会の一つの中で生きていく上での必要なスキルを培う。
　入学当初、初年次科目は新入生に付くおまけのような印象を持っていた。特に受けなかっ
たとしても、今後に左右することはないだろうと。しかし、実際受けてからというものその
考えは大きく変わった。全くの逆である。今後、大きく左右するものであると体中に稲妻が
走っていくような感覚を覚えた。
　大学では、高校とは違う「受動的な学ぶ」から「能動的な学ぶ」に変化する。高校と同じ感
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少人数制の授業を受けました。最終的にレポートを提出し、先生から改善点などを教えても
らいました。この授業では、他の授業を受けるうえでも必要になってくるレジュメやレポー
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初年次科目「課題探究実践セミナー」
　初年次科目は必修の単元です。いくつかありますが、その中で最も記憶に残っているのは
「課題探究実践セミナー」という講義です。なんとこの講義は必修であるにもかかわらず履
修する際に抽選があります。この抽選はだいたいの人が抽選に通り普通に履修できるもので
す。しかし私は落ちてしまいました。いったいどうやって決めているのでしょうか。落選当
時は不満を友達にぐちぐちと言っていた記憶があります。仕方なく私は集中講義を取ること
にしました。これが大学生になって初めて取った集中講義でした。講義名は「学びを考える」
というものでした(たぶん）。講義内容は結構面白かったと思います。グループで簡単なゲー
ムをしたり、売ってみたい商品を考え、そのPRを発表したりしました。短期間で一気に授
業があったのでとても疲れましたが、グループワークや発表に慣れることができました。こ
のスキルは社会に出る上で必要でもあるので良い経験になったと思います。初年次科目はグ
ループワーク形式の講義が多いので頑張ってください。

大学基礎論
　「大学基礎論」とは、まず与えられたテーマについてグループで話し合い、その後それに
ついて考えたことをいくつかのグループで集まって発表し、意見を共有するという授業で
す。この授業の魅力的なところは医学科と看護学科が合同で学ぶことができるという点で
す。例えば、医療に関する同じ課題に対しても医師を目指す者と看護師を目指す者では、着
目する点や考え方、捉え方が異なっており、それが私たちの考え方の幅を広げます。考え方
の幅が広がれば物事を一つの視点からだけでなく、多角的に捉える力を養うことへと繋がり
ます。また、この授業では患者さんから見た医療、医療者の問題点などを知るために、実際
に患者さんに付き添う実習や、医師・看護師以外の医療を支える医療職者の方の講義があ
り、各医療職の必要性、重要性なども知ることができます。
　この授業はこれから私たちが医療を学んでいくにあたり、どんな視点で、どのように学ん
でいくか、自分の学びに対する姿勢を形成する指標となるのではないでしょうか。

課題探求実践セミナー
　初年次科目の一つに「課題探求実践セミナー」という授業があります。課題探求実践セミ
ナーはトピックについて自分たちで課題を見つけ、そこから学びを深めていくというような
内容です。それぞれのチームで問題点を見つけ、その解決方法や原因を調べます。そして、
グループディスカッションを繰り返し、パワーポイントでの発表、レポート提出などをしま
す。私は、この授業を通じて自ら課題を設定し、解決する力を身に付けることができまし
た。それに加えて、チームのメンバーとコミュニケーションをとる力や、パワーポイント・
レポートを作成する力を養うことができ、多
くを学ぶことができました。
　この授業は、2年次以降の学習や将来医療従
事者になった際にも役立つ力がたくさん身に
付き、これからの学びにつながる授業です。

大学基礎論と学問基礎論
　初年次科目には「大学基礎論」と「学問基礎論」という授業があります。「大学基礎論」では、
大学での学び方を教わり、高校までの授業とは全く違うのだということを実感しました。そ
の後５~６人のグループに分かれてそれぞれの調べたいテーマについてプレゼンを作成しま
す。自分の意見を伝えたり、他者の意見を聞いたりしながら、グループの意見としてまとめ
ていくのが難しかったです。「学問基礎論」では、所属しているコースに関連する論文につ
いてのプレゼンを作成しました。論文を読んだことがなかったので、論文に触れるいい機会
になったと思います。これらの授業を通して、「自分から学ぶ」「他者と意思疎通を行う」「プ
レゼンの仕方」「論文のまとめ方」など、大学で必要な力や知識を得ることが出来ます。ここ
で経験したことは、その後の大学生活において大いに役立つので、先生方にたくさん質問し
たり、同級生とたくさん関わったりして、積極的に授業に参加することをおすすめします。

初年次科目の意義
　「何のために、初年次科目は存在するのだろうか。」今回、執筆する機会をいただき、そん
なことを考えてみました。なぜ、いくつかの授業を1年次に受講するのか、1年次で受ける
理由は何か、その答えはグループ活動だと考えます。初年次科目は大学基礎論や学問基礎
論、課題探究実践セミナーなど様々な授業が存在しますが、その多くでグループ活動が行わ
れました。まさに、アクティブラーニングです。私は、グループ活動をする理由として、ま
ず、学習意識の改革があると考えます。小学校から高校までの学習は「教えてもらう学習」
でした。しかし、大学からは「自ら動いて学ぶ学習」に変わります。初年次科目のグループ
活動はほぼすべてが学生に任せられ、自分たちで調べたいものを調べていきました。もう一
つは、社会で生きていく上での能力の基礎定着であると考えます。1年次は周りに知り合い
がいない学生がほとんどです。それでもコミュニケーションを取り、グループとして発表を
行います。まさにこれから大人になっていくために必要な能力ではないでしょうか。みなさ
んも初年次科目から大学の入り口を覗いてみてください。

大学基礎論感想
　私にとって大学基礎論は、学内から学外へ視野を広げるための第一歩だったと思う。主に
高知県内で活躍している学外の方や、高知大学を卒業し役所などで働いている方をお招きし
て、体験談やアドバイスなどを聞くことができた。また、各講師のプレゼンが終わった後
は、学生が司会となってトークセッションを行った。私は、ほぼ毎回講師の方と一緒にトー
クセッションを行い、主に「夢」や「希望」など、講師の方が今後何をしていきたいと思って
いるのかを中心に、質問を行った。最初の講演の中では聞くことが出来なかった深い話を、
このトークセッションからは聞くことができ、とても充実した時間を過ごすことができた。
現在私は、土佐山アカデミーというNPO団体で長期インターン生として勉強をしている。
この土佐山アカデミーとの出会いも、第一回目の講師の方が土佐山アカデミーの事務局長で
あり、この大学基礎論がきっかけであった。今後もこのような外部の人と大学生が触れ合
い、学ぶことができる機会を作っていきたい。

4No.533 No.53

理学部
理学科

平成30年3月卒業

香川　愛

農林海洋科学部
海洋資源科学科

1年

綿貫　乃愛

医学部
看護学科

1年

池田　一成

農林海洋科学部
農芸化学科

3年

新居　直人

医学部
看護学科

1年

田渕　夢佳

特集 ■  初年次科目 ■

地域協働学部
2年
　立野　雄二郎



初年次科目「課題探究実践セミナー」
　初年次科目は必修の単元です。いくつかありますが、その中で最も記憶に残っているのは
「課題探究実践セミナー」という講義です。なんとこの講義は必修であるにもかかわらず履
修する際に抽選があります。この抽選はだいたいの人が抽選に通り普通に履修できるもので
す。しかし私は落ちてしまいました。いったいどうやって決めているのでしょうか。落選当
時は不満を友達にぐちぐちと言っていた記憶があります。仕方なく私は集中講義を取ること
にしました。これが大学生になって初めて取った集中講義でした。講義名は「学びを考える」
というものでした(たぶん）。講義内容は結構面白かったと思います。グループで簡単なゲー
ムをしたり、売ってみたい商品を考え、そのPRを発表したりしました。短期間で一気に授
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「初年次科目に寄せて」
　小生が大学生だった頃、大学に入って最初に取り組んだ科目群は、「一般教育」という範疇
で括られていた。人文科学系、社会科学系、自然科学系のそれぞれ３科目の単位取得が最低
ノルマで、その他、体育科目などがあった。３回生になるまで専門科目の受講は制限されて
おり、とにかく「パンキョウ」をクリアーすることが先決だった。当時は５限目という時間
割はなく、１日４コマが受講限度だった。ただし、土曜日にも開講されていたので（水曜日
同様、午前中のみ）、限度一杯まで授業を受けると、週に16コマだったと記憶している。小
生の場合、そのうち外国語科目（英語、独語、仏語）が６コマを占めていたので、放課後は
その予習に追われていた。残りの10コマも受講していたので、ほとんど毎日、朝から夕方
まで授業を受けていたことになる。受講制限がなかったからできたことであるが、「可能な
限り授業を受けないともったいない」という脅迫観念に囚われていたような気がする。
　さて、そんな小生の時代とは大きく変わり、現在の高知大学では、卒業後に必要なスキル
を学生に身に着けさせるために、さまざまな意匠が施されている。「初年次科目」の設定も、
いわば「親心」から出たものであろう。「大学基礎論」では、「大学とはどういう所か」から始
まり、学問をすることの意義を問う。「学問基礎論」は、個別科目の初歩を学ばせることに
よって、より具体的な学問像を学生に摑ませようとするものである。「課題探究実践セミ
ナー」では、アクティヴ・ラーニングを実地体験させ、「大学英語入門」や「英会話」では、英
語の基礎をみっちりと仕込む。加えて、「情報処理」には、メディア・リテラシーの初歩を学
生に身に着けさせる意図がある。いずれも大事な科目ではあるが、「必修」が多すぎるのが玉
に瑕かもしれない。

課題探求実践セミナー
　課題探求実践セミナーは、入学してから初めての実習ということもあり、体験することす
べてが新鮮に感じました。
　私は、4つの実習地を訪れ、そこに暮らす住民や働く職員の方々とのふれあいを通じて、
地域に対する想いや考えなど、様々なことを知りました。特に印象に残っていることは、住
民の方の「自分の人生を決めるのは、自分が何に価値観をおいているかが重要」という言葉
を聞いて、私自身、将来について深く考えさせられたことです。その言葉の背景にある出来
事や想いなどを含めてお話を伺うと、より一層、理解が深まるものでした。また、活動後に
記述する振り返りレポートでは、五感情報を中心に振り返るため、活動中は、あらゆる方向
にアンテナを張るようになり、新たな発見や気づきが多く得られました。
　一つとして同じような地域がない中で、その地の特色や温かさに触れ、学びを得たこと
で、後期からの本格的な実習につなげられたと思います。

TSP大学基礎論
　大学では、高等学校までの学習とは違い、自分が主体となって学びを続けることになる。
先生方とは、教えを乞う形ではなく、アドバイスを頂いたり共に考えたりする形で接してい
く。このような大学の学びの在り方に、自分が今何をするべきか分からず、最初は戸惑いを
感じた。そこで、初年次科目である大学基礎論は、大学で何を、何のために、どのようにし
て学ぶかを改めて考える機会になった。
　特に、高知県の課題についてのグループ
ワークは、私にとって、問題意識を持つ大切
さを知る貴重な経験だった。小さなことにも
問題意識をもてば、そこが学びの発端にな
り、自分の知識を広げることができる。高知
県という課題先進県に属していることを存分
に生かし、学んでいきたいと思った。４年間
の大学生活で、自分がどうなりたいか、その
ためには今何をするべきか、１年生の始めに
よく考えておくと、そのあと時間を無駄にすることなく過ごすことができる。新入生の皆さ
んにも、大学基礎論の授業を通し、４年間の良いスタートを切ってほしいと思う。

初年次科目を受講して
　私は、大学1年生の前期で「大学基礎論」という初年次科目を設けることに大きく２つの意
義を感じます。まず、大学とその周辺の地域にはどのような繋がりがあるのか考えるきっか
けを提供している点です。今回、グループワークとして自分達が考える高知県の課題とその
解決策についてまとめました。身近なところから問題は想起され、話し合いを通じて解決策
は様々な視点から考えられると再確認できました。そして、大学で学ぶとはどういうことで
あり、どのような能力を身につけることが期待されているのか、学生が主体的に考える機会
となる点です。先程も挙げたグループワーク内容はプレゼンテーションできるようまとめ、
九州大学において開催された学際セミナーで発表しました。同じような大学のプログラムに
所属して学びを行っている学生同士で意見を交わしたことは、私の中で大学の学びに与えら
れた可能性について新たに考える時間であったと思います。取り組む姿勢や意識の持ち方で
学びの深さが変わってくる初年次科目を有意義に活用することは、その後4年間の大学での
学びにおいて質的向上を図ることになると考えます。
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大学基礎論
　今回は教育学部学校教育教員養成課程の初年次科目の一つである「大学基礎論」について
ご紹介することとします。
　「大学基礎論」は、皆さんが大学で学ぶことの意義と目的を理解することを通じ、「教わる」
から「学びとる」への学びの姿勢の転換を図るということが大きなねらいの1つとされていま
す。この「学びとる」という学びの姿勢は、当たり前と言えば当たり前のことでありながら、
なかなか難しいものなのではないでしょうか。ただ、最高学府と言われる大学であるからこ
そ、皆さん自身が自律的な学習者となり、自分自身の学びの舵を切って学びを創っていく必
要があるのだと思います。そのため、この学びの姿勢がなければ、充実した大学生活を送る
ことは出来ないでしょう。そうした大前提となる学びの土台を築くことに役立つ魅力的な科
目となっています。
　教育学部では、4年間一貫した実習系授業を履修する中で子どもたちや教職員・地域の
方々と関わりながら、教育に必要なコミュニケーション能力や実践的指導力を身につけるこ
とが出来る教育課程となっています。しかしながら、入学していきなり子どもを目の前に
し、教師の立場として振る舞うことはとても難しいものです。そのため、教育学部の「大学
基礎論」では、「学びとる」への学びの姿勢の転換だけでなく、実習系授業を履修するための
基礎的な資質能力を育むため、1）「子どもと遊ぶ」、2）「子ども理解と手遊び」、3）「緊急処
置法」、4）「発達障害のある子どもへの対応」、5）「子どもたちと向き合い、導く力：教師の
技術」といった複数の基礎講座やグループワークから構成されています。また、「大学基礎
論」（理論）を「課題探求実践セミナー」（実践）と連動させ、更なる理論と実践の往還が可能
となるよう工夫をしています。すなわち、教職に対する興味・関心を更に高め、教師として
必要となる資質・能力の土台を築くものともいえるのではないでしょうか。

課題探求実践セミナー
　課題探求実践セミナー（理系クラス）の主な目的は、グループワークとプレゼンテーショ
ン（プレゼン）です。授業では、５，６人の少人数グループに分かれて活動し、学生が主体
的に課題や解決法を見つけ、最後にそれを発表するという流れになっています。グループ
ワークが苦手な人には辛いかもしれません。私も苦手です。しかし、グループワークとプレ
ゼンは今後２回生以降、卒業研究でも必要になるでしょうから、訓練の第一歩として頑張り
ましょう。これらはスキルですから、初めは苦手でも、何度か経験するうちに卒業までには
上達するはずです。もちろん、社会にでてからも有用になるでしょう。ただ、ここで私が言
いたいのはスキルではなく、心構えのようなものです。例えば、プレゼンの資料作りにおい
てWeb上や参考資料から知りえた内容を当然の事実ように発表するグループがたくさんあ
ります。授業時間が限られているので仕方がない面もありますが、これは理系の態度として
はダメです。私は高知大学に赴任した当初から８年くらい課題探求実践セミナーの理系クラ
スを担当していますので、何世代かの入学から卒業までを見ています。その中で、卒業まで
ずっと楽しそうにやっている学生の共通点は、例外なく「経験主義的」だということです。
つまり、自分で考えて手を動かして経験しない限りは、理系の学問は面白くないのです。す
こし極端かもしれませんが、教科書も教員の言うことも自分で確かめない限りは信じないと
いう態度が理系としては健全ということです。普段、私は理論物理をやっています。好きな
逸話があります。昔、イギリス人物理学者P.A.M.Diracが、同僚に「今日は風が強いね」とい
われた際、無言で席を立ち外でそれを確認してから「確かにそうだ」と答えたそうです。こ
こまで「経験主義的」になると変人と言われそうですが、新入生の皆さん、心構えとして見
習ってはいかがでしょうか。

学問基礎論を担当して想う
　初年次科目の【学問基礎論】を担当して２年目になります。前回は学生が自ら学ぶ姿勢を
考える場である【学問基礎論】の目標や授業展開について触れました。今回はそれぞれの講
義やグループワークの中で、学生の学びについて、私が感じたことを記します。
　【学問基礎論】の授業は健康的な学生生活について学生が自ら考えることから始まります。
そして、性暴力の被害者・加害者にならないための点を警察本部の支援活動をされている主
任さんからのお話をとおして、大学生活のあり方をもう一度考えてもらいます。次に、人間
の健康について、自分自身・家族・地域や周囲の出来事等、身近に引き寄せて考えグループ
ワークを進めていきます。今回は心と身体の健康、そして身体が不自由なことが不健康では
ないということに学生自らが気付き、話がどんどん広がっていきました。また我々を取り巻
く環境について多方面からまとめ、健康的に生活するための視点として、学生は騒音や公
害、労働環境にまで、考えを進めていきました。医師・認定看護師、専門看護師の講義では、
将来なりたい医療者としての看護師像について学生はイメージしてくれました。医師、看護
師のお話を学生たちは目を輝かせて拝聴していたのが印象的でした。最後は病棟での実習で
す。はじめて袖を通したナース服に身を包み、学生は不安な表情で病棟に向かいます。この
早期実習体験は、それぞれの病棟で学んだ内容をまとめ発表します。半日という大変短い時
間でしたが、緊張のなかにも本当に真摯に医療者になるための姿勢を学び取ってくれたよう
な気がしています。
　【学問基礎論】は初年次科目の「大学基礎論」・「課
題探究セミナー」そして「看護学概論」と連動させ
ながら、学問的関心として理論的、多面的に考え
る力を学ぶ、はじまりの科目です。【学問基礎論】
の授業を基盤として、考える力・表現力、人を思
いやる温かい心、等々、高校までの基礎知識の積
み重ねがさらに高知大学の教育の中で実を結び、
社会で開花してほしいと切に願ってやみません。

学問基礎論について
　今回は当コースの学問基礎論について紹介します。今年度から学部全体で行われる第1回
の講義で学生総合支援センター（修学支援ユニット）の教員による「レポートの書き方（ライ
ティング）」が開催されました。それに伴い、当コースでは大幅に学問基礎論の内容を改め
ました。これまでは、グループワークとプレゼンテーションを中心に行ってきましたが、そ
れらに加え上記のライティングを加えることにしました。ライティングの訓練をどの様な形
で取り入れるか考えた結果、科学論文（和文）を利用することにしました。理系でも文章を
読んで内容を正確に理解することや、理解したことや自分の考えを正確に記述することは重
要です。例えば、当コースでは2年生から多くの実験・実習がはじまり、それぞれにレポー
トの提出が義務づけられています。実験・実習で得られた結果を正確にわかりやすく記すこ
と、そしてこれまでの研究との比較をしながら得られた結果を論理的に解説し、結論を導き
出すことが必要になります。4年生で行う卒業論文はこれらの総仕上げ、そして大学基礎論
は導入科目になったと言っても良いかもしれません。本年度は、はじめに文献（論文）検索
の方法を指導し、グループで紹介する文献を選んでもらいました。次に選んだ論文を教材と
して、論文の要約作成を各個人で行いました。要約はグループ内でお互いに添削し、一番良
いものをさらに改善して教員に提出、これを教員が添削する形でライティングの訓練としま
した。論文の内容を紹介するプレゼンテーション作成も同時に進め、最終的にはクラス全体
で要約とプレゼンテーションの相互評価を行い、これを1クールとしました。次の授業で振
り返りを班ごとに具体的に行い、第2クールへと繋げました。

教育学部

野中　陽一朗

理工学部

仲野　英司

農林海洋科学部

深田　陽久

医学部
看護学科
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大学基礎論
　今回は教育学部学校教育教員養成課程の初年次科目の一つである「大学基礎論」について
ご紹介することとします。
　「大学基礎論」は、皆さんが大学で学ぶことの意義と目的を理解することを通じ、「教わる」
から「学びとる」への学びの姿勢の転換を図るということが大きなねらいの1つとされていま
す。この「学びとる」という学びの姿勢は、当たり前と言えば当たり前のことでありながら、
なかなか難しいものなのではないでしょうか。ただ、最高学府と言われる大学であるからこ
そ、皆さん自身が自律的な学習者となり、自分自身の学びの舵を切って学びを創っていく必
要があるのだと思います。そのため、この学びの姿勢がなければ、充実した大学生活を送る
ことは出来ないでしょう。そうした大前提となる学びの土台を築くことに役立つ魅力的な科
目となっています。
　教育学部では、4年間一貫した実習系授業を履修する中で子どもたちや教職員・地域の
方々と関わりながら、教育に必要なコミュニケーション能力や実践的指導力を身につけるこ
とが出来る教育課程となっています。しかしながら、入学していきなり子どもを目の前に
し、教師の立場として振る舞うことはとても難しいものです。そのため、教育学部の「大学
基礎論」では、「学びとる」への学びの姿勢の転換だけでなく、実習系授業を履修するための
基礎的な資質能力を育むため、1）「子どもと遊ぶ」、2）「子ども理解と手遊び」、3）「緊急処
置法」、4）「発達障害のある子どもへの対応」、5）「子どもたちと向き合い、導く力：教師の
技術」といった複数の基礎講座やグループワークから構成されています。また、「大学基礎
論」（理論）を「課題探求実践セミナー」（実践）と連動させ、更なる理論と実践の往還が可能
となるよう工夫をしています。すなわち、教職に対する興味・関心を更に高め、教師として
必要となる資質・能力の土台を築くものともいえるのではないでしょうか。

課題探求実践セミナー
　課題探求実践セミナー（理系クラス）の主な目的は、グループワークとプレゼンテーショ
ン（プレゼン）です。授業では、５，６人の少人数グループに分かれて活動し、学生が主体
的に課題や解決法を見つけ、最後にそれを発表するという流れになっています。グループ
ワークが苦手な人には辛いかもしれません。私も苦手です。しかし、グループワークとプレ
ゼンは今後２回生以降、卒業研究でも必要になるでしょうから、訓練の第一歩として頑張り
ましょう。これらはスキルですから、初めは苦手でも、何度か経験するうちに卒業までには
上達するはずです。もちろん、社会にでてからも有用になるでしょう。ただ、ここで私が言
いたいのはスキルではなく、心構えのようなものです。例えば、プレゼンの資料作りにおい
てWeb上や参考資料から知りえた内容を当然の事実ように発表するグループがたくさんあ
ります。授業時間が限られているので仕方がない面もありますが、これは理系の態度として
はダメです。私は高知大学に赴任した当初から８年くらい課題探求実践セミナーの理系クラ
スを担当していますので、何世代かの入学から卒業までを見ています。その中で、卒業まで
ずっと楽しそうにやっている学生の共通点は、例外なく「経験主義的」だということです。
つまり、自分で考えて手を動かして経験しない限りは、理系の学問は面白くないのです。す
こし極端かもしれませんが、教科書も教員の言うことも自分で確かめない限りは信じないと
いう態度が理系としては健全ということです。普段、私は理論物理をやっています。好きな
逸話があります。昔、イギリス人物理学者P.A.M.Diracが、同僚に「今日は風が強いね」とい
われた際、無言で席を立ち外でそれを確認してから「確かにそうだ」と答えたそうです。こ
こまで「経験主義的」になると変人と言われそうですが、新入生の皆さん、心構えとして見
習ってはいかがでしょうか。

学問基礎論を担当して想う
　初年次科目の【学問基礎論】を担当して２年目になります。前回は学生が自ら学ぶ姿勢を
考える場である【学問基礎論】の目標や授業展開について触れました。今回はそれぞれの講
義やグループワークの中で、学生の学びについて、私が感じたことを記します。
　【学問基礎論】の授業は健康的な学生生活について学生が自ら考えることから始まります。
そして、性暴力の被害者・加害者にならないための点を警察本部の支援活動をされている主
任さんからのお話をとおして、大学生活のあり方をもう一度考えてもらいます。次に、人間
の健康について、自分自身・家族・地域や周囲の出来事等、身近に引き寄せて考えグループ
ワークを進めていきます。今回は心と身体の健康、そして身体が不自由なことが不健康では
ないということに学生自らが気付き、話がどんどん広がっていきました。また我々を取り巻
く環境について多方面からまとめ、健康的に生活するための視点として、学生は騒音や公
害、労働環境にまで、考えを進めていきました。医師・認定看護師、専門看護師の講義では、
将来なりたい医療者としての看護師像について学生はイメージしてくれました。医師、看護
師のお話を学生たちは目を輝かせて拝聴していたのが印象的でした。最後は病棟での実習で
す。はじめて袖を通したナース服に身を包み、学生は不安な表情で病棟に向かいます。この
早期実習体験は、それぞれの病棟で学んだ内容をまとめ発表します。半日という大変短い時
間でしたが、緊張のなかにも本当に真摯に医療者になるための姿勢を学び取ってくれたよう
な気がしています。
　【学問基礎論】は初年次科目の「大学基礎論」・「課
題探究セミナー」そして「看護学概論」と連動させ
ながら、学問的関心として理論的、多面的に考え
る力を学ぶ、はじまりの科目です。【学問基礎論】
の授業を基盤として、考える力・表現力、人を思
いやる温かい心、等々、高校までの基礎知識の積
み重ねがさらに高知大学の教育の中で実を結び、
社会で開花してほしいと切に願ってやみません。

学問基礎論について
　今回は当コースの学問基礎論について紹介します。今年度から学部全体で行われる第1回
の講義で学生総合支援センター（修学支援ユニット）の教員による「レポートの書き方（ライ
ティング）」が開催されました。それに伴い、当コースでは大幅に学問基礎論の内容を改め
ました。これまでは、グループワークとプレゼンテーションを中心に行ってきましたが、そ
れらに加え上記のライティングを加えることにしました。ライティングの訓練をどの様な形
で取り入れるか考えた結果、科学論文（和文）を利用することにしました。理系でも文章を
読んで内容を正確に理解することや、理解したことや自分の考えを正確に記述することは重
要です。例えば、当コースでは2年生から多くの実験・実習がはじまり、それぞれにレポー
トの提出が義務づけられています。実験・実習で得られた結果を正確にわかりやすく記すこ
と、そしてこれまでの研究との比較をしながら得られた結果を論理的に解説し、結論を導き
出すことが必要になります。4年生で行う卒業論文はこれらの総仕上げ、そして大学基礎論
は導入科目になったと言っても良いかもしれません。本年度は、はじめに文献（論文）検索
の方法を指導し、グループで紹介する文献を選んでもらいました。次に選んだ論文を教材と
して、論文の要約作成を各個人で行いました。要約はグループ内でお互いに添削し、一番良
いものをさらに改善して教員に提出、これを教員が添削する形でライティングの訓練としま
した。論文の内容を紹介するプレゼンテーション作成も同時に進め、最終的にはクラス全体
で要約とプレゼンテーションの相互評価を行い、これを1クールとしました。次の授業で振
り返りを班ごとに具体的に行い、第2クールへと繋げました。
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　科学論文には、必ず研究の「目的」があり、どうしてそれが目的と成り得るのか「背景」が
あります。「方法」は目的を達成するための手段であり、「結果」は得られた事象を記してあり
ます。そして、「考察」では論文著者自身が得た結果やこれまでの多くの研究成果に基づい
て、「目的」に対する答え（結論）が記してあるはずです。この様な文章の構成は、論文に限
らず、レポートでも同じです。少し見た目は異なるかもしれませんが、就職活動時のエント
リーシートも本質的には似た様なものだと思います。論文というものを上述の様に読み、理
解したことを正確にまとめることでライティング能力だけでなく、研究を行うための論理的
思考も少しは培えるのではないかと思っています。
　多くの講義は学生の皆さんを人間として豊かにするため、より良い人生を送るために、そ
して社会で活躍できる様に考えられて作られています。学生の皆さんはこれらのことを理解
し、初年次科目だけでなく他の科目も積極的に取り組んでください！

地域協働学部学問基礎論の紹介
　地域協働学部の学問基礎論は、全学的に見れば若干特殊な位置づけの授業となっているこ
とから、まずその背景を説明したい。
　地域協働学部では、専門科目内に、１年次から 3 年次まで、毎学年末に論文を執筆する地
域協働研究Ⅰ～Ⅲという科目を設置している（4 年生には地域協働実践・卒業研究がある）。
この授業では、1 年次からアカデミックライティング等の、論文執筆や研究に関する基本的
なルールや技法を学ぶことになっている。このため、当学部では全学的に学問基礎論の重要
な構成要素とされているアカデミックライティング等の指導を行う必要がなかった。
　そのため、地域協働学部の学問基礎論では、①社会問題を分析し、実践的な課題や行動指
針を引き出すための社会科学的素養を育成すること、②構造的に問題を把握するための技法
を習得させること、③グループワークを取り入れた授業方法をとることにより、ファシリ
テーションを始めとした議論の進め方やプレゼンテーションのトレーニングを行うことなど
を柱として、授業を運営してきた。①については、学部設置後 4 年間は、貧困問題の分析や
実践的解決の指針を獲得するための理論や現状分析を念頭に置いてテキストを選定した。②
については、あらかじめ事前課題としてポンチ絵を描かせた上で、それをグループ内で発表
させる方法をとった（初年度は内容の要旨等のスライドによる発表だった）。ポンチ絵を描
くことが構造的把握に資するという考え方からである。
　これまでの 4 年間を振り返ると、初年度はテキストが高度過ぎたため、理解が及ばない学
生が多く出たが、2016 年度以降は、平易なテキストにしたことから、全体に内容把握もしっ
かりでき、発展的に深めるための議論も
ある程度可能になったと考えられる。ポ
ン チ 絵 の 巧 拙 の 差 は な か な か 埋 ま ら な
かったものの、構造的把握を行うことに
ついての意識は、多少なりとも定着させ
られたのではないかと考えている。

大学基礎論
　土佐さきがけプログラム（TSP）の大学基礎論を担当して 6 年目になります。TSP で行って
いる大学基礎論の特徴は、学生数が 10 数名の少人数であること、文系、理系の学生が混
ざっていること、また外国に背景を持つ学生が含まれていることです。
　毎年それらの特徴を活かすために工夫を凝らしています。入学後すぐに受ける授業のた
め、まず自己紹介の時間を設けています。例えば自分が育った地域や過去のお気に入りの写
真をもって来てもらい、3 分間で自己紹介してもらいます。県外からの入学生も多いため、
まずそれだけで育った風土や文化の違いを感じることができます。その後、大学の各部門の
幹部の方よりお話をいただく機会を設けており、大学の考え方や社会や地域における役割を
学ぶことができます。
　グループワークとプレゼンテーションは 2 回実施しています。高校時代にはあまり体験し
ていないかもしれませんが、グループで意見を出し合い、結論をまとめていくことを学びま
す。最初のグループワークでは、過去に学んできたことや育った環境が違う人たちと議論す
ることの難しさを感じますが、2 回目には改善され、相手の話をよく聞き、また自分の意見
も相手に伝わるよう丁寧に表現することができるようになります。
　本学は新学長のもとで、スーパー・リージョナル・ユニバーシティを目指しています。
TSP の学生の多くは、将来や海外協定校への留学や研究などが求められていますが、まずは
自分が暮らし、学ぶ地域に関して理解することが重要です。そのため、2 回目のグループ
ワ ー ク で は、高 知 の 活 性 化 を テ ー マ に し ま し た。書 物 や ネ ッ ト で 調 べ た 情 報 に 加 え て、
フィールドに出て体験することで、現場に行くことの大切さがわかります。さらに昨年から
キャリアに関する授業を 2 コマ実施しました。将来のなりたい姿を考えながら、4 年後のな
りたい自分について具体的にイメージをもってもらえればと願っています。

地域協働学部

鈴木　啓之

土佐さきがけプログラム
　国際人材育成コース

　前西　繁成
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レポートの評価で困ったことはありませんか？
　学生にとってはたった一人の授業担当教員、たった１つのレポートですが、教員にとっては大勢の受講生が出したたく
さんの紙の山です。成績評価のため、一応目を通さなきゃと思ってみるものの、あまりのできの悪さに目を覆いたくなる
ものもあったりします。最初は細かくチェックしていても、だんだん慣れてきて気がついたら最初よりだんだん評価が辛
くなったり逆に甘くなったりしていませんか？　途中で最初の方を見返したりして・・・
　できの悪いレポートがいくつか続いたあとに見る普通のレポートがなんと素晴らしいレポートに
見えることか、逆に素晴らしいレポートを見たあとの普通のレポートがなんと薄っぺらに見えるこ
とか。先生も人間ですので、このようなコントラストの差による錯視にだまされることは当然起こ
ります。でも成績評価はやっぱり公平じゃなきゃ・・・ネ。では、どうすれば良いでしょう？

授業の目標に関する考え方が変わってきました
　古いシラバスを見ると、「この授業で何を教えるか」について書かれた目標が非常に多くありました。本来シラバスに書
くべき目標は、「学生」を主語として書くべきでしたが、シラバスが導入された当初、そのフォーマットだけが決められ、
内容についてはよく理解しないまま作られていたようです。最近では、授業の目標自体、と言うより授業の考え方自体が
「先生が何を教えるか」から「学生が何を学ぶか、何を身につけるか」に変化してきました。
そのため表現も「学生が○○を出来るようになることを目標とする」のように変わってきてい
ます。学生の皆さんは、何かを出来るようになるために授業を選択して準備をし、授業を受
け、成長を実感しているでしょうか。

成績評価の仕方が変わってきました
　以前は定期試験のみで成績を評価する授業が多くありました。ところが、学生が目標に掲げたことを出来るようになる
ことが重要になると、成績評価も変える必要があります。例えば、期末試験のみで成績をつけるとすると、一夜漬けで勉
強し、試験が終わると急速に忘れてしまうと言うことが起こります。このことは大昔にエビングハウスにより既に実験が

行われて、誰もがエビングハウスの忘却曲線として知っていることです。知識を蓄えることが重要であるなら、毎回予習
をし、演習をし、確実に覚えていくと言うことを度々行う必要があります。脳の研究から記憶のメカニズムがわかってい
ますので、特別な人は別として多くの学生は、○○を覚えるとか、知るとかという目標を達成するためには、授業のやり
方自体を変える必要があることになります。当然ですが、成績評価も度々行う必要が生じます。

いろいろな成績評価方法
　知識の獲得を目標とする授業ばかりではありませんし、知識獲得のためにも理解することが求められます。授業の目標
にも、知ることと理解すること、出来るようになること、身につけるべき態度など複数の事柄が書かれていることが普通
です。知識を獲得したかどうかは筆記試験で簡単に測ることが出来ます。知識に伴う理解も筆記試験で測られるかも知れ
ません。技能的な事柄や態度についてはどうでしょうか？　実験や実技に関する筆記試験を作って測ることが不可能では
ないでしょう。何かを行う上での望ましい態度についても筆記試験を作られるかも知れませんが、それに正しく答えられ
たとして、本当にできるかどうかも測れるでしょうか？　本当にできるかどうかを測る方法があるでしょうか？

ルーブリック評価してみよう
　レポートの採点の話に戻りましょう。最近よく使われているのがルーブリック評価シートです。１つの目標に対して、
100％出来た状態を5点とし、60％出来た状態を1点としてその間の状態を具体的に何ができるようになったかを文章で
記述し、いくつかのレベルに区切り、2、3、4の点数をつけます。１つの目標に対して少なくとも１行以上の枠組みが出
来、全て５点となったときに100点満点の成績をつけます。１年生には４月に行った基礎力レポートの際に、ルーブリッ
クになったセルフアセスメントシートに書き込んでもらいました。アドバイザーの皆さんは、パフォーマンス評価の際に
e-ポートフォリオで見たことがあると思います。なお、必ず5段階にしなければならないと言うことではありません。3
段階でもOKです。レポートの評価が全体の40％であれば、満点の評価を40点にします。
　レポートにどのように書かれていることが望ましいかを、授業の目標を達成した状態が5点となるように、ルーブリッ
クを作成します。このルーブリックをシラバスにのせ、課題提出前に印刷配布するなどして教員と学生で共有すること
で、学生は事前に準備することが出来ますし、どのように書けばよい評価が得られるかわかるので、レポートの質がそ
ろってきます。教員にとっては、あまりのできの悪さに目を覆いたくなるレポートが激減し、気持ちよく採点できるよう
になるでしょう。採点も、ルーブリック評価シートに赤ペンでチェックを入れながらレポートを読むことで、１枚目から
最後のレポートまで、ぶれずに公平に評価することが出来ます。学生からの問いあわせ（評価に不服など）の際も、赤ペ
ンを入れたルーブリック評価シートを見せる事ができます。
　課題にグループで取り組んだり、グループワークをしたり、何かの手技を修得したり、プレゼンテーションをした
り・・・筆記試験で測ることがなかなか難しい目標も、目標達成した状態を文章で書き表すことが出来れば、ルーブリッ
ク評価シートを見ながら学生を観察し、評価することが出来るようになります。ただしグループワークの場合、１人で複
数のチームを観察しながら評価するのは困難です。ルーブリック評価も万能というわけではありません。

成績評価を自己点検してみよう
　授業の目標を全て達成した状態を100点として評価していますか？　学生が身につけたことに注目していますか？　
設定した授業目標のレベルは高すぎたり低すぎたりしていませんか？　単位の実質化は当然していますよね。今一度成績
評価が適切か自己点検してみましょう。設定した目標に対して成績評価の方法を考え、シラバスに示した方法と基準を
「厳格」に守って公平に評価することが求められます。「厳格」を「厳しく」と読み替える人がいますが、そうではありませ
ん。設定した目標と、それを測るために決めた方法と基準にしたがって評価するということについて厳格でなければなら
ないという意味です。決して成績評価を厳しくするとかハードルを高くするという意味ではありません。従って、グルー
プ課題達成のために人一倍頑張っていたとしても、成績評価のためのレポートを出さなかったら成績はつけられません。
ただ、最近はいろいろな障害を抱えている学生も多くいますので、複数の方法で成績をつけることが求められます。出来
るだけ毎回の授業で課題を課し、少しずつ成績を貯金できる仕組みも求められます。まずはシラバスを書くときによく考
えて計画を立て直してみましょう。

（自己点検・自己評価部会）
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クを作成します。このルーブリックをシラバスにのせ、課題提出前に印刷配布するなどして教員と学生で共有すること
で、学生は事前に準備することが出来ますし、どのように書けばよい評価が得られるかわかるので、レポートの質がそ
ろってきます。教員にとっては、あまりのできの悪さに目を覆いたくなるレポートが激減し、気持ちよく採点できるよう
になるでしょう。採点も、ルーブリック評価シートに赤ペンでチェックを入れながらレポートを読むことで、１枚目から
最後のレポートまで、ぶれずに公平に評価することが出来ます。学生からの問いあわせ（評価に不服など）の際も、赤ペ
ンを入れたルーブリック評価シートを見せる事ができます。
　課題にグループで取り組んだり、グループワークをしたり、何かの手技を修得したり、プレゼンテーションをした
り・・・筆記試験で測ることがなかなか難しい目標も、目標達成した状態を文章で書き表すことが出来れば、ルーブリッ
ク評価シートを見ながら学生を観察し、評価することが出来るようになります。ただしグループワークの場合、１人で複
数のチームを観察しながら評価するのは困難です。ルーブリック評価も万能というわけではありません。

成績評価を自己点検してみよう
　授業の目標を全て達成した状態を100点として評価していますか？　学生が身につけたことに注目していますか？　
設定した授業目標のレベルは高すぎたり低すぎたりしていませんか？　単位の実質化は当然していますよね。今一度成績
評価が適切か自己点検してみましょう。設定した目標に対して成績評価の方法を考え、シラバスに示した方法と基準を
「厳格」に守って公平に評価することが求められます。「厳格」を「厳しく」と読み替える人がいますが、そうではありませ
ん。設定した目標と、それを測るために決めた方法と基準にしたがって評価するということについて厳格でなければなら
ないという意味です。決して成績評価を厳しくするとかハードルを高くするという意味ではありません。従って、グルー
プ課題達成のために人一倍頑張っていたとしても、成績評価のためのレポートを出さなかったら成績はつけられません。
ただ、最近はいろいろな障害を抱えている学生も多くいますので、複数の方法で成績をつけることが求められます。出来
るだけ毎回の授業で課題を課し、少しずつ成績を貯金できる仕組みも求められます。まずはシラバスを書くときによく考
えて計画を立て直してみましょう。

（自己点検・自己評価部会）
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今回の特集「初年次科目」いかがだったでしょうか。初年次科目は、

共通教育科目カテゴリーにありながらも、学部ごと、これからの

専門科目履修に向けて独自色が持たされたコンテンツとなって

います。記事も学部ごとで執筆されているので、新入生の皆さんの修学に当たり、

大いに参考にしていただき、実りある初年次を送ってほしいと思います。（S）
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共通教育実施委員会からのお知らせ
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アクティブラーニングの真髄って、結局はインプットした知識を自らアウトプット

（活用）することにあると思います。脳科学的な見地からすると、アウトプット

することで、インプットだけの場合よりも、知識は遥かに脳に定着するそうです。

インプット無きアウトプットは虚仮、アウトプット無きインプットは徒爾。教える側

も教わる側もこのことを今一度銘記するべきだと感じるこの頃です。（Y）

I Information 共通教育実施委員会からのお知らせ
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共通教育主管　近藤 康生

　皆さんは、どのように教養科目を選択しているでしょうか？「講義題目が面白そうだから」、「シラバスを見て興味を持ったから」、
等いろいろありそうです。教養科目は、興味のおもむくままに履修する、というのも悪くはありません。意外なところから新しい興
味が湧く場合もあるし、それが後々思わぬところで役立つこともあるでしょう。しかし、教養に関わる情報は、ネットやテレビ、書籍・
雑誌などにすでに世の中にあふれています。わざわざ大学で教養を学ぶ必要などないという考えすらあるかもしれません。
　しかし、ネット時代の今も大学で教養科目をカリキュラムに組み込んでいるのは理由があります。お手軽に手に入る情報に対して、
体系的な知識は、意識的・継続的に学ばないと身につきません。ひとりで意識的・継続的に学ぶことももちろん可能ですが、多
くの人にとっては授業を聴き、友人と議論したり、教員に質問したりできる環境の中で学ぶ方がずっと効率的です。授業の中で、
自分の考えの誤りや偏りに気づくことができるのもメリットです。大学の教養はこのためにあると言えます。
　個別的・断片的な知識はあっという間に陳腐化しがちな上に、忘れるのも早いものです。卒業後、ふとしたことで思い出し、人
生で真に役に立つ教養は、自分が苦労して学び、頭と身体に染みこんだもの、という気がします。実際のところ、教養と呼ぶべき
ものは、社会に出て、現実と格闘する中で少しずつ身につくものですが、そのための基礎を身につけるのが大学での教養と私は
考えています。
　このようなわけで、将来、専門を生かした仕事に就いた際、
必要となる教養は何かを考え、計画的に教養科目を履修し、
専門以外の1分野で体系的な知識を身につけておくことをお
勧めします。教養科目の中で、関連のある科目を複数履修
したり、授業に関連する本を自分で探して読んだりして、自
分の頭の中に独自の体系を作るように努力すると、自分の血
肉になります。大学卒業の時に、自分は学生時代に専門以
外でこれを身につけた、と言える分野を一つ作ってはどうで
しょうか。これまで「単位が取りやすそうだから」、「友人が
履修しているからなんとなく」などという安易な理由で教養
科目を選択した人がいたら、この際、考え直しませんか。

大 学 で 教 養 を 学 ぶ 意 味
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大学英語入門

英会話

　農林海洋科学部の深田陽久です。15年前に高知大学の教員となり、今年度はじめて広報部会の委員になりました。
パイプライン誌もその間に電子化され、見た目も明るく見やすい構成になったと思います。以前のパイプライン誌に
比べると内容も読みやすくなった様に感じます。
　ただ、教員や学生の皆さんがどの程度本誌を読んでいるかとなると、少々、不安もあります。恥ずかしながら私も、
どちらかというとあまり読んでいない側の教員だったからです。今年度、委員になるにあたり、過去のパイプライン
誌に目を通してみると、大学がどんな目的を持って共通教育を行っているのかを改めて知ることができました。共通
教育の中でも初年次科目は時代に合わせて大きく変わり、私自身もその対応に苦労した時もありました。特にグルー
プワークの運営には未だに試行錯誤しています。多くの教員は学生の皆さんの人生を豊かにするために、より良い授
業を提供しようと共通教育を担当しているはずです。パイプライン誌に教員が執筆した記事の多くには、その想いを
強く感じます。15年目にして、きちんと読まないともったいないと思ったパイプライン誌。多くの方に読んで頂け
たらと思います。読んだ皆様にはまだ読んでいない方々に是非お声がけをお願いします。
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課題探求実践セミナー
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編集後記

共通教育実施委員会 FD 部会長　立川　明

PROGテストの実施
　共通教育実施委員会では、2013 年度より「課題探求実践セミナー」を受講する１年生を対象に、PROGテストを実施して
います。PROGテストは、河合塾とリアセックが開発した、ジェネリックスキル（基礎力）を測定するテストです。基礎力を「リテラ
シー：知識を活用して問題を解決するチカラ」と「コンピテンシー：人と自分にベストな状態をもたらそうとするチカラ」に分けて
測定しています。2013 年度に受験した１年生が３年生になることから、本年度は１年生に加え、２年前に受験した３年生を対
象にPROGテストを実施しました。各学部の協力を得て、オリエンテーションでアナウンスを流し、以下の日程で実施しました。

１年生の結果概要
　高知大学１年生の入学時点のリテラシーは、全国の国公
立大学文系１年生の平均 4.5、理系 4.37 に比べて、各学部
の平均で4.75～5.87 にあり、少し高い結果になりました。
学科ごとの平均でも、4.7 以上有り、全国平均より少し高い
結果でした。
　コンピテンシーでは学部ごとのばらつきが大きく、全国文
系 3.17、理系 3.12 に対して高知大学１年生の学部ごとの
平均は 2.6～4.0 の範囲でした。最近はどこの企業もコンピ
テンシー面接を取り入れています。公務員試験でもそろそろ
コンピテンシー面接を取り入れているところが出始めました。
公務員試験にコンピテンシー面接を取り入れた自治体では、
当然教員採用試験でもコンピテンシー面接が行われるようになるでしょう。就職活動までの２年間でコンピテンシーを伸ばす
ことが求められます。PROGテストの結果の返却時に解説会を行い、どういう体験がリテラシーやコンピテンシーを高めるか
は、資料により受験者に提示されています。どうかこれらの資料を活用して各自取り組んでもらいたいです。
 

３年生の結果概要
　３年生の受験者が該当者の50% 程度にとどまったのが少し残念です。受験
しなかった学生は情報収集能力に弱点があるとか、キャリア形成に関心が無
いことが予想されますので、各学部での指導が大変かも知れません。
　リテラシーの結果は、全国の文系三年生の平均 5.08、理系の 4.80 に比
べ、各学部の平均で 5.38～5.96 の間に有り、少し高い結果となりました。
　コンピテンシーでは、全国文系 3.21、理系 3.17 に比べ、学部ごとの平均
で 2.85～3.78 の間に有り、全国平均を下回る学部が２学部、全国平均レベ

ルが１学部、３学部が全国平均を上回るという結果です。新聞等でも分か
るように採用スケジュールに関する協定が守られておらず、３年生の冬に
は実質採用試験が開始されます。この半年の間にどれほどコンピテン
シーが伸ばせるかが、ほしい内定がもらえるかどうかの分かれ目になるで
しょう。
 

３年生の伸びについて
　本年度受験した３年生の内、１年生の時に受験した学生について、変
化量を測定しました。以下、測定量の平均について報告します。補正を行った後の結果で、単純な引き算ではありませんが、こ
こでは詳細は省略します。リテラシーについては、学部ごとの平均で 1.52～1.71 の伸びが見られました。
　コンピテンシーについては、２つの学部で変化がほとんど無く、４学部では0.40～0.60 の伸びが見られました。リテラシー
に比べると到達点も伸びも低めです。
　学生は共通教育だけでリテラシーやコンピテ
ンシーを伸ばす体験をしているわけではありま
せんが、リテラシーについては大学教育の影響
が大きいと予想され、1.5 ポイント程度の伸び
が観測できたことは共通教育を含めて大学教
育の効果であると言えるでしょう。一方、コンピ
テンシーについては社会体験でも伸びる要素が
あるにもかかわらず、大きな伸びが認められな
かった事から、共通教育を含む大学教育でもコ
ンピテンシーを伸ばす事はできなかったと分析
できるでしょう。 どのような取り組みがコンピテ
ンシーを伸ばすのかを共有し、できるだけ多くの
授業で取り入れることが必要になるでしょう。

初年次科目は、大学生活での学びの基礎になるはずです。「特集」を1年生は参考

に、上級生は初心にかえって、ぜひご一読ください。（K）

PROGテストは、学生にとって今の自分を知る良い機会になったと

思います。1年生は2年後にぜひ受験して、今回の結果と見比べて

みてください。（Y）

分
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編集後記
「なぜ？」「もっと知りたい」気持ちを大切に、「一生もの」の財産を築いてもらえると

嬉しいです。（I）

共通教育のことを学生さんが「パンキョー」と言っているのを聞いたことがあります

か？ かつて（平成1ケタ頃まで）共通教育は一般教養と称されていました。単なる

教養にとどまらず、専門教育への学びにつなげて下さい。（K）

　わたしは大学卒業後に社会人として働く傍ら、授業のすべてがｅラーニングで行われる大学院でｅラーニングの学位（正式
名称は修士（教授システム学）です）を取りました。2010～2012年のことです。そして現在、高知大学でｅラーニングの担当教
員として働いています。（正確には、大学生→社会人→専業大学院生→社会人→兼業大学院生→社会人として今に至ります。）

　ｅラーニングによる学習って、どんな感じだと思いますか？ 黙 と々パソコンに向かう孤独なイメージ？ ずっとビデオを見続け
るイメージ？ わたしの通っていた（実際には通ったりはしませんが）大学院は、それとは全く違うものでした。そもそもビデオな
んてほとんどないし（読んだり、調べたりが中心）、孤独どころか、毎回毎回、書き込み式のディスカッションがあるので、声こそ
聞こえないものの、同級生と一緒に学習をしているという気持ちが強くなります。遠隔非同期（離れた場所で、異なる時間に行
うこと）のグループワークもあります！

　それでももちろん、独りでパソコンに向かうことが出発点です。自ら「やろう！」という気持ちになって、実際にパソコンを起動
し、ｅラーニングのシステムにアクセスしなければ学習は始まりません。そうやって始めてみると、「そこにみんながいる」という
感じがしました。ｅラーニングは継続が難しいと言われていますが、目的意識を絶えず新しくし、同級生と励まし／励まされな
がらなら、乗り切ることができると思いました。

　高知大学では現在、大学連携（四国の５つの大学が連携しています）による科目がｅラーニングで開講されています（今のと
ころあまり科目数は多くありません）。つまり、他大学の授業を受けることができるということです。他大学の同級生と励まし
合って学習を進めていくのも、新しいチャレンジですね！機会があれば、挑戦してみてはいかがでしょう？わたしも来年度にはｅ
ラーニング科目を開講する予定です。お楽しみに！

大学教育創造センター　竹岡　篤永
ｅラーニングという新しいチャレンジを！
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平成28年度から共通教育のカリキュラムが変わります！ P11
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共通教育実施委員会からのお知らせ

平成28年度から
共通教育のカリキュラムが変わります！
　地域協働学部を除き、平成28年度入学生から、共通教
育のカリキュラムが変更になります。
　共通教育科目は、平成27年度入学生まで「初年次科目」

「教養科目」「共通専門科目」の3つの区分で構成されてい
ましたが、平成28年度入学生から「共通専門科目」が廃止
となり、共通教育科目は「初年次科目」「教養科目」の2つの
区分での開講になります。今まで共通専門科目として開講
されていた授業の多くは各学部の専門科目として開講し、

今号の特集は教養科目でした。学生記者の皆さんの記事を読むと自分の学生時

代を思い出します。授業は履修登録のときに選びますが、そのときの「面白そう」

と実際に授業に出たときの「面白かった」は意外と合致しないもの。ただ友だち

に誘われてとった科目が、その学期の一番だったり（そんなことないですか）。

食わず嫌いはせずに、ぜひいろいろな科目にも挑戦してみてください。（夕）

一部は教養科目へ区分変更して開講します。
　また、共通専門科目であったキャリア形成支援科目が、新
しく教養科目のキャリア形成支援分野として開講することに
なりました。これにより、教養科目が「人文分野」「社会分野」

「生命・医療分野」「自然分野」「外国語分野」「キャリア形成
支援分野」の6つの分野となります。どの分野から何単位修
得する必要があるかは学部によって違いますので注意して
下さい。

〈平成27年度以前入学生,地域協働学部生〉
大学基礎論
学問基礎論
大学英語入門
英会話
情報処理
課題探求実践セミナー
人文分野
社会分野
生命・医療分野
自然分野
外国語分野
基礎科目
キャリア形成支援科目

初年次科目

教養科目

共通専門科目

共通教育科目

〈平成28年度以降入学生（地域協働学部を除く）〉
大学基礎論
学問基礎論
大学英語入門
英会話
情報処理
課題探求実践セミナー
人文分野
社会分野
生命・医療分野
自然分野
外国語分野
キャリア形成支援分野

初年次科目

教養科目

共通教育科目課題探求実践セミナー

大学基礎論

学問基礎論

分
科
会

「
大
学
基
礎
論
」

「
課
題
探
求
実
践
セ
ミ
ナ
ー
」

「
学
問
基
礎
論
」
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共通教育実施委員会からのお知らせ

ちゃんととっていますか？　地域関連科目
　共通教育や専門教育の科目の中には、「地域関連科目」というものがあります。
　これは、高知大学の理念（「地域社会及び国際社会に貢献しうる人材育成と学問研究の充実・発展を推進する。」）の下に、
地域が直面する諸課題を自ら探求し、幅広い視点で考え、その解決策を提案できる人材を育成するために地域を盛り込んだ
内容を展開している科目のことです。 
　地域関連科目で取り上げている地域とは、高知県を指し、教育に掲げる人材育成目標を目指して、それぞれの授業におい
て、高知県の事象を教材として具体的に取り扱った内容（必ずしも全てのコマで地域に関する内容を扱っているとは限りませ
ん。）を展開しています。

●地域関連科目かどうかは、どこでわかる？
　シラバスを見ると、上方に「地域関連科目区分」という枠があ
ります。地域関連科目であれば、そこに「地域関連科目」と書かれ
ています。
　（上記は平成27年度以降のシラバスのことです。平成26年度
のシラバスでは、「地域関連科目区分」欄がありませんので、「資
格等」欄に「地域関連科目」と書かれています。）
　共通教育科目であれば、共通教育履修案内の授業題目表の
中に、地域関連科目欄があり、そこでも確認することができます。
　また、修得済みの科目の中に地域関連科目があるかは、成績
確認表で確認することができます。

●必ずとらないといけないの？
　教育学部、農林海洋科学部、地域協働学部、土佐さきがけプログラムでは、平成27年度以降に入学した学生から、地域関
連科目を履修することが卒業の要件に入っています。卒業に必要な単位数などは、学部によって異なります。まずは、各学部の
履修案内を見てください。それでも不明な点は、各学部教務担当窓口に確認してください。

●履修を忘れてはいませんか？
　上記の卒業要件に入っている学部の学生で、「地域関連科目なんて意識したことがない！」という場合は、一度成績確認表で
確認してみてください。要件に届いていればよし、届いていなければ、今後の履修登録のときに忘れずに履修してください。

いよいよ大学生としての学びが始まりましたね。皆さん、ご自分の立場が、「生徒」

から「学生」にクラスチェンジしたことをご存知ですか？前者は「教わる立場」、

後者の皆さんは「自ら学ぶ立場」なのです。各自の自主的な知的探究心に基づき、

これから学びの世界に向かって大いに羽ばたいてもらいたいと思います。共通教

育はそのための滑走路です。（Y）

特集  分科会「大学基礎論分科会」

　　　　　　「課題探求実践セミナー分科会」

　　　　　　「学問基礎論分科会」

P1
P3
P5

あと３ヶ月で変わりたいあなたへ
「出来たことノート」を書いてみよう！

大学における18歳選挙権と「政治活動」
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共通教育自己点検・自己評価部会の活動 P11～12

特集 「初年次科目」 P1~10

共通教育実施委員会からのお知らせ
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編集後記
「初年次科目」は、主に１年生を対象としたもので、これからの

学びにとってエッセンシャルな内容の修得を目的としています。

学部の違いに応じて、それぞれ特色ある授業構成となっている

ので、講義を受けていくうちに学部ごとのアイデンティティが形成されてゆきます。

先輩のアドバイスも参考にしつつ、楽しく、積極的にコミットしましょう。（Y）
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大学英語入門
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英会話
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共通教育実施委員会からのお知らせ

共通教育210番教室を改修
アクティブ・ラーニングに適した教室へ

改修前 改修後

　平成28年度の春休みの期間に、共通教育210番教室の改修が行われました。
　目立っていた老朽化への対応に加え、不足するアクティブ・ラーニングに利活用できる教室を整備するために、下記のよう
な改修を行っています。アクティブ・ラーニングを取り入れた授業を行う場合は、ぜひ210番教室をご活用ください。

●教室前面にあった舞台を撤去し、移動式の机を2人掛け・3人掛けから、1人掛けへ変更しました。そうすることで、空間を
広く、柔軟に使えるようになり、教室定員も増加しました。
●ホワイトボードは、従来可動式の小さなホワイトボードしかありませんでしたが、前面壁に巨大な固定式ホワイトボードを
設置したほか、側面に4つの小ホワイトボードを設置しています。それぞれがスクリーンとしても使用でき、ポータブルプロジェ
クターを併用することでグループに分かれてのプレゼンテーションが可能になるなど、様々なグループ活動に対応できるように
なりました。（ポータブルプロジェクターは教室機器ボックス内に２台設置しています）

N o . 5 0  C o n t e n t s

特集 「分科会の現場から」 P1~4
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編集後記
最近、「アクティブ・ラーニング」という言葉を聞く機会が増えたと思います。これが

実りを持つには、講師側の創意工夫はもちろんですが、聴講する学生の皆さんの

姿勢がキーとなります。講義は決して一方通行ではありません。興味を持って熱心

に聴こう、学ぼうとする学生の姿勢が、講師のモチベーションを何倍にも強化し、結

果、その講義の質、満足度は飛躍的に向上します！（S）
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共通教育実施委員会からのお知らせ

共通教育でアカデミック・ライティングの準備を

　共通教育を通じて身につけてほしい重要なスキルに作文能力があります。最近では、特に学術的な
文章やその技法のことをアカデミック・ライティングと呼んで、授業で扱う大学が増えています。アカデ
ミック・ライティングに関わる授業は、本学でも一部の学部や学科・コースで、初年次科目の学問基礎
論や大学基礎論の一部として実施されています。また、今年度の第1学期には、教養科目で「文章表現
入門」が開講されました。
　日本語の作文能力は、日頃のレポートや卒論などだけでなく、社会に出てからもあらゆる機会で必要
となるもので、苦手な人も逃げられません。作文の基礎力を鍛えるには、慣れた日本語であっても、まず
読書経験を積むことが重要です。特に苦手な分野や自分にとって未知の分野については、まず新書か
ら始めるのが良いでしょう。近年、わかりやすく解説した新書がこれでもかというぐらい出ています。２
～３時間で軽く読めるものも多いので、関連したテーマの新書を読み比べるのも有益です。著者による
スタンスの違いもわかり、自分の考えをまとめるきっかけとなります。
　共通教育の段階では、専門でレポートや卒論を書く前の準備として日本語で書かれた学術論文に慣
れておくことをお勧めします。共通教育の段階で学術論文というと敷居が高そうですが、Google  
Scholarなどで簡単に検索・閲覧できますし、日本語ですから全く歯が立たないことはないはず。しか
も、これから学ぼうとする専門の範囲であれば、何とか理解できるものも多いはずです。教科書や解説
文に比べると硬くて読みづらいかもしれませんが、切り口は鮮明で、明確な結論も提示されており、論
文を書いた著者の意図や意気込みもナマで伝わってくる分、自分の知識としてより深く身につきます。
こうして一連のテーマに沿った日本語学術論文を読んでいるうちに、アカデミック・ライティングのため
の基礎体力が自然に身につき、専門に進んでもあわてないで済みます。日頃気になっているテーマにつ
いて、論文検索から始めてみませんか。

共通教育主管　近藤康生

特集

地球を知りたい人たちの協働 P5～6
教 養 の ペ ー ジ

FD部会より
P7～8「アクティブラーニング」をしよう！

共通教育実施委員会からのお知らせ
P9共通教育でアカデミック・ライティングの準備を
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e-ポートフォリオを活用しよう！
　高知大学では、学生の学びと成長をサポートするため、平成29年度からe-ポートフォリオの運用を開始しました。
　e-ポートフォリオは、学生の入学から卒業までの学修成果を振り返ることができるシステムです。e-ポートフォリオを活用す
ることで、学びの目標設定（Plan）→実行（Do）→振り返り（Check）→改善（Action）を意識することができ、学生の学びの量
と質の向上につながります。
　e-ポートフォリオ内の情報の多くは、アドバイザー教員と共有されます。学生と教員の間で情報を共有することにより、学生
はより良い支援を受けることができます。

今回は、教養科目が特集でした。教養科目の大きな特徴の一つに、「特定の

学部学科に限定されない多種多様な科目群を擁する」ことが挙げられるかと思

います。例えば、最近「多様性」という言葉をよく耳にしますが、まさに教養科

目は学びにおける多様性の具現です。皆さんの大学人としての成長・進歩にとっ

て、その多様性は不可欠ではないでしょうか。（Y）

N o . 5 1  C o n t e n t s
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特集

自分の”現在地”をe-ポートフォリオで常に確認
教育学部 ４年　清家真歩さん
私は、各学期のはじめに目標を記入することで、目的を持っ
て授業を受けられるようにしています。そして学期ごとの振り
返りの欄を活用することできちんと振り返りを行い、自分の
学部の中での位置を確認しています。また、学生生活記録
欄を活用しまとめておくことで、教員採用試験の準備の際
などに、その時感じた事を思い出すことができています。あっという間に１年が過ぎ
てしまったとならないためにも、これからも活用していきたいと思います。

就活にも活かせるから便利！まずは使ってみて！
地域協働学部 ４年　松田柚紀さん
就活をし始めた３年次の夏頃からさまざまな就活サイトで同
じようなことを書くことが増え、大学で学んだことや課外活動、
サークル活動の取り組みを書いて保存できるe-ポートフォリ
オを利用するようになりました！ e-ポートフォリオに残しておけ
ばいざと言う時どこでも自己アピールを就活サイトや企業の
マイページに記入できます。私が早期に内定をいただくことができたのは、やはり、
e-ポートフォリオを使いながら早く動き出したことが良かったのだと思います！

学生生活を記録
　在学中の準正課活動や部活
動・サークル活動、ボランティ
ア活動など、いろいろな活動
が記録できます。

進路希望や資格
取得状況を記録

　進路希望状況や取得した資
格を記録できます。

ポートフォリオサマリー
　e-ポートフォリオ 内 に あ る
様々な記録を 1 つの様式に見
やすく納めたサマリーを閲覧・
出力できます。

目標・振り返りを
入力

　卒業時に達成していたい目標
や学期毎の目標と振り返りを入
力できます。

学修成果を
グラフで確認

　過去の学期の成績分布やこ
れまでの累積成績分布、GPA・
修得単位数の推移などをグラ
フで確認できます。

履修状況を確認
　今学 期に履修 登 録した授
業科目の担当教員、シラバス、
講 義資料などを確 認できま
す。また成績評価分布などを
グラフや表で確認できます。 秀 優 良 可 不
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※集計対象には非正規生を含みません。

【成績評価分布】

成績評価分布グラフ例

e-ポートフォリオ履修状況画面

利用者の声

e-ポートフォリオを活用しよう！

●パイプラインバックナンバー


